「日本の証券取引所のビジネスモデル」～東京証券取引所を中心に～
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フォームの始まり

北原先生へ
一昨日お話したデータです。東証1部だけだと、72％が海外投資家・・・昨年より15％増ですね。
	投資部門別株式売買高（東証1部のみ）
	　
	　
	　

	2010年1－9月
	売買高総計
	海外投資家（売り）
	海外投資家（買い）
	海外投資家（合計）

	2010年1月
	48,491,963 
	13,525,069 
	15,720,486 
	29,245,555 

	2010年2月
	37,920,477 
	12,337,409 
	12,678,340 
	25,015,749 

	2010年3月
	48,951,256 
	14,447,527 
	15,385,019 
	29,832,546 

	2010年4月
	44,421,827 
	13,470,196 
	14,334,864 
	27,805,060 

	2010年5月
	45,481,909 
	18,179,352 
	17,490,077 
	35,669,429 

	2010年6月
	47,778,575 
	19,270,577 
	18,094,595 
	37,365,172 

	2010年7月
	38,350,500 
	15,377,270 
	16,142,639 
	31,519,909 

	2010年8月
	33,887,832 
	13,524,314 
	13,439,975 
	26,964,289 

	2010年9月
	42,312,103 
	18,030,686 
	18,176,107 
	36,206,793 

	　
	387,596,442 
	　
	　
	279,624,502 


	　
	　
	　
	　
	　0.721431（72％）

	2009年
	552,090,698 
	153,416,416 
	160,382,738 
	313,799,154 

	　
	　
	　
	　
	0.568383（57％）

	投資部門別株式売買高(3市場 = 東・大・名)
	　
	　
	　

	2010年1－9月
	売買高総計
	海外投資家（売り）
	海外投資家（買い）
	海外投資家（合計）

	2010年1月
	50,090,276 
	13,706,248 
	15,906,181 
	29,612,429 

	2010年2月
	39,227,354 
	12,503,102 
	12,846,975 
	25,350,077 

	2010年3月
	50,550,454 
	14,649,406 
	15,603,330 
	30,252,736 

	2010年4月
	46,302,043 
	13,692,076 
	14,525,775 
	28,217,851 

	2010年5月
	47,078,276 
	18,419,026 
	17,693,296 
	36,112,322 

	2010年6月
	49,076,911 
	19,470,190 
	18,301,260 
	37,771,450 

	2010年7月
	39,454,241 
	15,518,118 
	16,282,827 
	31,800,945 

	2010年8月
	34,885,394 
	13,705,796 
	13,612,751 
	27,318,547 

	2010年9月
	43,537,992 
	18,183,108 
	18,345,533 
	36,528,641 

	　
	400,202,941 
	　
	　
	282,964,998 

	　
	　
	　
	　
	　0.707054（70％）

	2009年
	575,349,280 
	161,806,330 
	162,498,538 
	324,304,868 

	　
	　
	　
	　
	　0.563666（56％）


http://www.tse.or.jp/market/data/geppo/b7gje60000012lpb-att/11_t-kabu1010.pdf　より










【章構成】


序章


第１章　日本の証券取引所の現状


1節　証券取引所の役割


2節　日本の証券取引所の現状


3節　証券取引所の収益構造


第2章　日本のPTS市場の今後


　１節　米国ECNと欧州市場MTF


　２節　日本のPTS市場

















【第１章】


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


�　　


�





�
東証�
大証�
名古屋�
福岡�
札幌�
�
上場時価総額�
286�
185�
107�
51�
43�
�
上場内国企業数�
2281�
1755�
346�
129�
74�
�
1部�
1663�
536 (30)�
212 (8)�
119


(28)�
64


(11)�
�
2部�
438�
218 (185)�
106 (69)�
�
�
�
新興市場�
180�
1001�
28�
10�
10�
�
上場外国企業数�
12�
1�
―�
―�
―�
�
売買高比率(％)�
96.4�
3.6�
0.0�
0�
0�
�




















































































第3章　世界の中での日本市場


　１節　世界の金融センター


　２節　アジアの各金融センター


第４章　日本の証券取引所の今後の展望


　1節　投資家


2節　取引参加者


3節　市場


終章














変更点


①収益構造をもう少し細かく見ていくことにした。


⇒今後伸ばすべき分野はどこか。


②問題点を市場ごとにあげることにした。





図表　各取引所のデリバティブ取引（大証HPより）

















【第４章　日本の証券取引所の目指すべき方向】


取引所


・既存の地方市場の廃止（札幌は東証へ、名古屋と福岡は大証へ）


新興市場も同様に吸収させる


　→　２大取引所に移行　


・デリバティブ市場の競争を促進


　→　最終統合　（ここで商品取引所の統合も行う）


・AIMへの海外企業の呼び込み











段階的統合案





図表　国内取引所に関するデータ（）内は重複上場














東証の収益は、36％あまりを取引参加料金が占めている。取引参加料金とは、取引参加者から売買代金や数量に合わせて徴収する取引料、注文件数に応じて徴収するアクセス料などを意味している。


　次に22％となっている上場関係収入は、新規上場申請の際に徴収する上場審査料、新規上場の際の新規上場料、増資の際の新株発行料、上場会社からの年間上場料が含まれている。


　収益として伸ばしていくべきところは、取引参加料金と、上場関係収入であり、即ち、①取引を増加させること、②上場企業を誘致すること、が収益拡大には必要なことである。








図表　東証の営業収益





J-Nomad 拡大








